



































































智は教えられないから」（Charles I. Gragg, 1954）、
知識と活動を一体化することを目指した漸進的な
参加型学習が必要となる。本書を利用すると、
「ケース・メソッド」が可能となろう。 
 　最後に、著者に要望がある。技術の立場は、一
般的には、「最大多数の最大幸福」を目指す功利
主義に親和的であるように思われる。他方、著者
も主張するように、技術者倫理の基礎をなす「安
全思想」は「被害の最小化」を目指す。かかる考
え方は、功利主義的枠組みに収まるのか。それと
も、別の視座を必要とするのか。かかる論点をよ
り明示的に展開してほしい。それは、「科学や技
術は何のためにあるのか」という哲学的理念を問
うことになろう。かかる議論を経ることにより、
技術者倫理に関して深みのある語りを拓くことに
なるのではなかろうか。 
